
ボイラー及び圧力容器安全規則早見表
（注）数字は、ボイラー及び圧力容器安全規則の関係条文を示す
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ボイラー取扱作業主任者
伝熱面積の合計，
①令第６条第１６号イ～
ニまでのボイラーは伝熱
面接に算入しない。
②貫流ボイラーについて
はボイラーの伝熱面積の
１０分の１を当該伝熱面
積とする。
③廃熱ボイラーについて
は、その伝熱面積に二分
の一を乗じて得た値を当
該廃熱ボイラーの伝熱面
積とすること。

ボイラー
（小型ボイラーを
こえるもの）

下記以外のボイラー ３ ５ ７ １０ １２
１４

（除移動式）
３２

１月以内
２６ ３８ ４１ ４２ ４６

１１
（移動式に限る）

２４ ３５
１６
選任

Ａ：令６条第１６号イからニに
    掲げるボイラー

３ ５ ７ １０ １２
１４

（除移動式）
３２

１月以内
２６ ３８ ４１ ４２ ４６

１１
（移動式に限る）

２４

小型ボイラー
Ｂ：圧力０．１ＭＰａ以下で

    伝熱面積１ｍ2以下など
    （令第１条第４号イからニ）

９４
１年以内

法４２
昭５０
告示８４

法４４
９０条の２
機検則１

９１
９２
取扱の
業務

簡易ボイラー
Ｃ：圧力１ＭＰａ以下で

    伝熱面積０．５ｍ2以下など
    （令第１条第３号イからヘ）

法４２
昭５０
告示６５

第一種圧力容器
（小型圧力容器を
こえるもの）

下記以外の第一種圧力容器 ４９ ５１ ５３ ５６ ５７
５９

（除移動式）
６７

１年以内
６４ ７３ ７６ ７７ ８１ ７０

６２
選任

500m3以上　特級

25m3～500m3未満
（貫流ボイラーのみの場
合は500m3以上を含む）
　特級、１級ボイラー技士

25m3未満　特級、１級、２
級ボイラー技士

Ｄ：令６条第１７号に掲げる
    第一種圧力容器

４９ ５１ ５３ ５６ ５７
５９

（除移動式）
６７

１年以内
６４ ７３ ７６ ７７ ８１

小型圧力容器
Ｅ：圧力０．１ＭＰａ以下で

    内容積０．２ｍ3以下など
    （令第１条第６号イ、ロ）

９４
１年以内

法４２
昭５０
告示８４

法４４
９０条の２
機検則１

簡易第一種圧力
容器

圧力０．１ＭＰａ以下で内容積

０．０１ｍ3をこえ０．０４ｍ3など

法４２
昭５０
告示６５

第二種圧力容器
Ｆ：圧力０．２ＭＰａ以上で

    内容積０．０４ｍ3以上など
    （令第１条第７号イ、ロ）

８８
１年以内

法４２
法４４
８４

機検則１

ボイラー取扱技能講習
修了者が取扱作業主
任者になれるボイラー

簡易第二種圧力
容器（第二種圧力
容器を除く）

大気圧をこえる圧力で内容積

０．１ｍ3をこえるもの

法４２
昭５０
告示６５

Ａ：ボイラー（令６条第１６号　ボイラー（小型ボイラー及び次に掲げるボイラーを除く。）の据付けの作業）
  　イ 　胴の内径が７５０ｍｍ以下で、かつ、その長さが１３００ｍｍ以下の蒸気ボイラー

  　ロ 　伝熱面積が３ｍ2以下の蒸気ボイラー

  　ハ 　伝熱面積が１４ｍ2以下の温水ボイラー

　　ニ 　伝熱面積が３０ｍ2以下の貫流ボイラー（気水分離器を有するものにあっては、当該気水分離器の内径が４００ｍｍ以下で、かつ、その内容積が０．４ｍ3以下のものに限る。）

Ｂ：小型ボイラー（令１条第４号　小型ボイラー・ ボイラーのうち、次に掲げるボイラーをいう。）

  　イ 　ゲージ圧力０．１ＭＰａ以下で使用する蒸気ボイラーで、伝熱面積が１ｍ2以下のもの又は胴の内径が３００ｍｍ以下で、かつ、その長さが６００ｍｍ以下のもの

  　ロ 　伝熱面積が３．５ｍ2以下の蒸気ボイラーで、大気に開放した内径が２５ｍｍ以上の蒸気管を取り付けたもの又はゲージ圧力０．０５ＭＰａ以下で、かつ、内径が２５ｍｍ以上のＵ形立管を蒸気部に取り付けたもの

  　ハ 　ゲージ圧力０．１ＭＰａ以下の温水ボイラーで、伝熱面積が８ｍ2以下のもの

  　ニ 　ゲージ圧力０．２ＭＰａ以下の温水ボイラーで、伝熱面積が２ｍ2以下のもの

Ｃ：簡易ボイラー（令１条第３号 　ボイラー 蒸気ボイラー及び温水ボイラーのうち、次に掲げるボイラー以外のものをいう。）

  　イ 　ゲージ圧力０．１ＭＰａ以下で使用する蒸気ボイラーで、労働省令で定めるところにより算定した伝熱面積（以下「伝熱面積」という。）が０．５ｍ2以下のもの又は胴の内径が２００ｍｍ以下で、かつ、その長さが４００ｍｍ以下のもの

  　ロ 　ゲージ圧力０．３ＭＰａ以下で使用する蒸気ボイラーで、内容積が０．０００３ｍ2以下のもの

  　ハ 　伝熱面積が２ｍ2以下の蒸気ボイラーで、大気に開放した内径が２５ｍｍ以上の蒸気管を取り付けたもの又はゲージ圧力０．０５ＭＰａ以下で、かつ、内径が２５ｍｍ以上のＵ形立管を蒸気部に取り付けたもの

  　ニ 　ゲージ圧力０．１ＭＰａ以下の温水ボイラーで、伝熱面積が４ｍ2以下のもの

  　ホ 　ゲージ圧力１ＭＰａ以下で使用する貫流ボイラー（管寄せの内径が１５０ｍｍを超える多管式のものを除く。）で、伝熱面積が５ｍ2以下のもの（気水分離器を有するものにあっては、当該気水分離器の内径が２００ｍｍ以下で、

          かつ、その内容積が０．０２ｍ3以下のものに限る。）

  　ヘ 　内容積が０．００４ｍ3以下の貫流ボイラー（管寄せ及び気水分離器のいずれをも有しないものに限る。）で、その使用する最高のゲージ圧力をＭＰａで表した数値と内容積をｍ3で表した数値との積が０．０２以下のもの

Ｄ：第一種圧力容器（令６条第１７号　第一種圧力容器（小型圧力容器及び次に掲げる容器を除く。）の取扱いの作業）

  　イ 　第１条第５号イに掲げる容器で、内容積が５ｍ3以下のもの

  　ロ 　第１条第５号ロからニまでに掲げる容器で、内容積が１ｍ3以下のもの

Ｅ：小型圧力容器（令１条第６号　小型圧力容器  第一種圧力容器のうち、次に掲げる容器をいう。）

  　イ 　ゲージ圧力０．１ＭＰａ以下で使用する容器で、内容積が０．２ｍ3以下のもの又は胴の内径が５００ｍｍ以下で、かつ、その長さが１０００ｍｍ以下のもの

  　ロ 　その使用する最高のゲージ圧力をＭＰａで表わした数値と内容積をｍ3で表わした数値との積が０．０２以下の容器

Ｆ：第二種圧力容器（令１条第７号　第二種圧力容器  ゲージ圧力０．２ＭＰａ以上の気体をその内部に保有する容器（第一種圧 力容器を除く。）のうち、次に掲げる容器をいう。）

  　イ 　内容積が０．０４ｍ3以上の容器
 　 ロ 　胴の内径が２００ｍｍ以上で、かつ、その長さが１０００ｍｍ以上の容器
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